
「1つの NAT Gateway」だけ作っ
て複数サブネットで共有する形で
NAT Gatewayを追加する

Public Subnet に NAT Gateway を配置し、Elastic IP を割り当てます。

ルートテーブル を設定し、Private Subnet からのデフォルトルート
（0.0.0.0/0）を NAT Gateway に向けます。

🛠️ 設定手順

1. NAT Gateway の作成
AWS コンソールで VPC サービスを開き、左側のメニューから「NAT ゲートウ
ェイ」を選択し、「NAT ゲートウェイの作成」をクリック

下記のように設定しNATゲートウェイを作成

名前 : natgw-lambda

サブネット: us-east-1a のサブネット

接続タイプ:パブリック

Elastic IP 割当ID:新規に割当
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2. ルートテーブルの設定
左側のメニューから「ルートテーブル」を選択しルートテーブルを確認したとこ

ろ、「メイン」属性を持っているルートテーブルのみがあり、「明示的なサブネッ

トの関連付け：-」と表示されており、どのサブネットにも明示的に関連付けさ
れていなかった

→ つまり、このルートテーブルはVPC内の「明示的に何も指定されていないサ
ブネットすべて」に適用されている

「Private Subnet だけ NAT Gateway 経由でインターネットアクセス可能にし
たい」ので新たにSubnetを作成する。

「rtb-private-lambda」という名の新しいルートテーブルをVPC内に作成

NAT Gateway 宛のルート (0.0.0.0/0 → NAT GW) を追加

「ルート」タブを開き、右上の「ルートを編集」をクリック。下部にある

「ルートを追加」をクリック。

下記のように設定する

送信先（Destination）：0.0.0.0/0

ターゲット：nat-xxxxxxxxxxxxxxxxx（作成済みの NAT Gateway を選
択）

「The route identified by 0.0.0.0/0 already exists.」というエラーがで
たがルートテーブルの作り直しで対応

Private サブネットとルートテーブルを関連付ける

ルートテーブルの画面で「サブネットの関連付け」タブをクリック

「サブネットの関連付けを編集」をクリック

ルートテーブルに適用したい Private サブネット（例：Lambda が所属する 
Subnet） を選択

「関連付けを保存」
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